
療養型病院等の従事者の一斉検査

対象者（下記病院の従事者）

・療養病床を有する病院 １３施設
・介護療養病床を有する病院 １３施設
・精神病床を有する病院 １１施設
※ 金沢市内の病院については、金沢市が対応

１

実施方法・期間

・期 間：Ｒ４年１月４日から２月末
・頻 度：２週間に１回

高齢者が多い病院での感染者の早期発見、感染拡大防止を図る

併せて、ワクチン未接種の方について、改めて接種を勧奨



年末年始の医療提供体制について

相 談 ・ 診 療 ・ 検 査 体 制

発熱など体調に不安のある方は、
◎休日当番医（約30カ所/日）又は
◎発熱患者等受診相談センター（0120-540-004 〈24時間対応〉）
まで、電話でご相談ください。

２

医 療 提 供 体 制

新型コロナの患者受入医療機関（28病院）は年末年始も対応
◎ 県内全域の２５病院でメディカルチェックを実施
◎ 専用病床を 約２０床 追加確保（※１/１から増床）

運用病床数：153床 → 171床（+18床）



感染が確認された場合 ⇨

オミクロン株への対応

①感染者の
入院対応

②濃厚接触
者の調査

３

オミクロン株の場合

オミクロン株以外の場合
オミクロン株
かどうか分析

（ゲノム解析）

「早期発見」・「早期囲い込み」を徹底

変異株の種類を問わず、積極的な疫学調査を実施

③検査の
無料化

万が一、本県でオミクロン株が発生した場合
⇨ 無症状者についても、無料で検査できるよう国に要請

メディカルチェックにより適切な療養先を振り分け

引き続き、専用病床で療養

軽症・無症状の方も含め、一旦、全て入院

薬局で検査可能

１月中 約１００箇所
順次拡充

12/22 27箇所でスタート

【ワクチン・検査パッケージに対応】



モニタリング指標の見直し

レベル０又は１
（感染要注意）

レベル２ レベル３
(感染まん延特別警報)

レベル４
（感染拡大緊急事態）

(感染拡大注意報) (感染拡大警報)

医療
負荷

病床使用率 20％未満
(98床未満）

20％以上
(98床以上）

30％以上
(147床以上）

50％以上
(244床以上）

－

重症病床使用率 同上 同上 同上 同上 －

感染
状況

新規感染者（週/10万人） 20人未満
(227人未満)

20人以上
(227人以上）

30人以上
(340人以上)

50人以上
(567人以上)

－

経路不明者 上記の半分 上記の半分 上記の半分 上記の半分 －

カッコ（ ）内は１週間の新規感染者数

＊上記のほか参考値
（療養者数、検査陽性率等）

安定的に医療が対応
・感染者に増加傾向
・医療負荷が生じはじめている

・病床利用率50％以上
・一般医療を相当程度制限
しなければならない状態
・強い対策（まん延防止等
重点措置等）が必要

・一般医療を制限しても
コロナ医療に対応でき
ない状態
・災害医療的な対応として
国が都道府県を支援

・病床使用率や重症病床使用率といった医療負荷の状況をメイン指標としつつ、新規感染者数
や経路不明者数といった指標を併せて見ながら、感染状況のレベルを総合的に判断

・早期の注意喚起を促す観点から、本県独自に「レベル２」を２段階に分割するなど、
旧指標の特色はそのまま継承

カッコ（ ）内は確保病床数(487床)の場合

４

レベルは、医療負荷の状況をメイン指標としつつ、感染状況の指標を併せて見ながら、総合的に判断

本日の状況
（１２月２７日） レベル１相当

医療負荷：病床使用率8.0％、重症病床使用率0.0％

感染状況：新規感染者数 10万人あたり3.7人(42人)
経路不明者数 10万人あたり0.3人( 3人)



県民・事業者の皆様へのお願い

〇手洗い・マスク着用など「新しい生活様式」の徹底
オミクロン株の動向を踏まえ、帰省や旅行は慎重に検討し、
行う場合は、手洗い・マスク着用など新しい生活様式を徹底

〇「いしかわ新型コロナ対策認証店舗」の利用

〇「業種別ガイドライン」の遵守

〇オミクロン株にも、基本的な感染予防策が有効と
されており、引き続き徹底をお願いします。

５


